
同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期  

専攻：産業関係学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 2 枚に解答すること。 

試験科目 

英 語 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］ 次の英文を読んで、下記の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：Margaret B. Neal & Leslie B. Hammer (2007) Working Couples Caring for Children and Aging Parents.

より一部改変） 

 

１．下線部(1)を日本語に訳しなさい。 

２．下線部(2)を日本語に訳しなさい。 

３．この文章で取り上げられている sandwich or sandwiched generation という現象は、日本の雇用労働において

どのような問題を引き起こしていると考えられるか、日本語で述べなさい。 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期  

専攻：産業関係学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］下の図は労働組合の推定組織率の推移をグラフ化したものである。この図から読み取れること 

  を自由に述べよ。 

 

                   資料出所 厚生労働省「労働組合基礎調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 
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2023年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期  

専攻：産業関係学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙 1 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅱ］帰属意識とは社会心理学の分野で用いられる専門用語で、特に企業帰属意識といえば、 

  「従業員が自分の属する企業に対して、その一員であることを肯定的に自覚している意識状態 

  （社会学小辞典、有斐閣、1997）」を指している。この定義を踏まえたとき、現代日本人労働者の組織 

   に対する帰属意識は高いと思うか、考えるところを述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 


